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こんにちは 日本共産党 いのくま正一です（１） ２００６年１２月２８日

無料なんでも相談会 毎月第３木曜 １８時３０分～ 事前にご予約ください。 「困ったときこそ親身な相談」

六
月
三
日
に
シ
テ
ィ
ハ
イ
ツ
竹

芝
で
起
き
た
エ
レ
ベ
ー
タ
事
故
で
、

高
校
二
年
生
の
市
川
大
輔
さ
ん(

一

六)

の
尊
い
命
が
犠
牲
に
な
り
、
竹

芝
住
民
に
も
、
精
神
的
、
肉
体
的

な
苦
痛
が
押
し
寄
せ
ま
し
た
。

絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
事

故
で
あ
り
、
原
因
の
究
明
と
再
発

防
止
が
急
務
で
す
。

い
の
く
ま
正
一
区
議
は
、
事
故

の
翌
日
に
住
民
の
要
望
を
う
か
が

い
、
区
長
へ
の
申
し
入
れ
を
行
う

と
と
も
に
、
事
故
後
連
日
の
よ
う

に
開
催
さ
れ
た
「
住
民
説
明
会
」

に
参
加
し
、
議
会
で
の
質
問
・
提

案
と
区
長
や
助
役
に
節
々
で
申
し

入
れ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
に
「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

事
故
等
対
策
特
別
委
員
会
」
の
設

置
を
提
案
し
、
委
員
会
が
つ
く
ら

れ
ま
し
た
。

事
故
の
原
因
と
し
て
は
、
ブ
レ
ー

キ
に
異
常
が
発
生
し
ド
ア
が
開
い
た
ま
ま
カ
ゴ
が
急

上
昇
し
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
問
題
は
、
保
守
点
検

に
問
題
が
あ
っ
た
の
か
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
構
造
や

制
御
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
問
題
が
あ
っ
た
の
か
、
が
問
わ

れ
て
い
ま
す
。

い
の
く
ま
区
議
は
、
原
因
究
明
と
再
発
防
止
、
住

民
の
様
々
な
要
望
を
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
特
別
委
員
会
で

質
問
し
て
き
ま
し
た
。

十
一
月
二
七
日
に
は
シ
ン
ド
ラ
ー
社
を
、
十
二
月

二
六
日
に
は
エ
ス
イ
ー
シ
ー
社
を
参
考
人
招
致
し
質

疑
を
行
い
ま
し
た
（
左
に
質
問
項
目
。
二
面
に
質
疑

内
容
掲
載
）
。

事故原因の究明と再発防止へ
シンドラー社、ＳＥＣ社を参考人招致①竹芝のエレベーターのブレーキはどこの製品か。

②６月３日以降も頻繁に故障・トラブルが発生している。

竹芝のエレベーターは、正常だと認識しているのか。

③住民説明会で、シ社は「保守点検会社に責任がある」

旨の発言をしている。事故原因を特定しているなら明

らかにせよ。警察に対して、事故原因について「意見

書」を出したのか。

④２００４年１１月に「ブレーキ異常により５号機停止」

との故障が発生している。今回の事故と関係があるの

ではないか。

①（ブレーキに異常が起き事故に至った、との説明の後）

ブレーキ異常は、ＳＥＣの点検では判明しないことか。

②その異常は、いつ頃から起こっていたと考えるか。

③２００４年１１月のブレーキ異常による５号機停止の

故障と今回の事故との関連は。

④ブレーキ異常が起きたとき、事故防止の安全装置は無

いのか、あっても作動しなかったのか。

⑤ご遺族の弁護団の記者会見で「シ社のブレーキは特異

な構造。これまで日本にはこうしたブレーキ構造は無

かった」と説明されているが、間違いないか。

⑥竹芝と同型のブレーキ構造のエレベーターは、同様の

事故が起こる可能性があるのか。あるなら、警告を発

するべきだ。

⑦国土交通省に対して、事故原因の説明をしたか。早急

の対策を求めたか。

⑧製造メーカー、エレベーター協会に対して、安全確保

のために改善すべき点があると考えるか。

エスイーシー社へ質問 １２月２６日

シンドラー社に質問する いのくま区議
右手前後ろ向きは ケン・スミス社長

シンドラー社へ質問 １１月２７日

いのくま区議の提案で



シ
テ
ィ
ハ
イ
ツ
竹
芝
の
事
故
原
因

究
明
の
た
め
、
十
一
月
二
七
日
特
別

委
員
会
は
、
シ
ン
ド
ラ
ー
社
社
長
を

参
考
人
と
し
て
出
席
を
求
め
、
質
疑

を
行
い
ま
し
た
。
い
の
く
ま
区
議
の

提
案
が
実
り
ま
し
た
。

ス
ミ
ス
社
長
は
、
各
議
員
の
事
故

原
因
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
「
警

察
が
捜
査
し
て
お
り
捜
査
に
介
入
す

る
こ
と
に
な
る
」
と
し
て
、
具
体
的

陳
述
を
拒
否
。
し
か
し
、
い
の
く
ま

正
一
区
議
の
質
問
に
、
八
月
に
警
察

に
事
故
原
因
に
関
す
る
意
見
書
を
提

出
し
た
こ
と
は
認
め
ま
し
た
。

い
の
く
ま
区
議
は
、
事
故
原
因
に

つ
い
て
、
「
電
磁
コ
イ
ル
の
不
具
合

と
ブ
レ
ー
キ
パ
ッ
ド
が
摩
耗
し
た
こ

と
に
よ
り
ブ
レ
ー
キ
が
利
か
ず
、
ド

ア
が
開
い
た
ま
ま
急
上
昇
し
た
と
認

識
し
、
そ
の
旨
の
意
見
書
を
警
察
に

出
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
た

だ
し
ま
し
た
。

ス
ミ
ス
社
長
は
、
「
警
察
に
提
出

し
た
報
告
の
内
容
を
開
示
す
る
と
、

警
察
の
捜
査
の
介
入
に
な
る
」
と
回

答
を
拒
否
。
い
の
く
ま
区
議
が
「
警

察
か
ら
求
め
ら
れ
た
意
見
書
で
は
な

く
、
シ
社
が
自
主
的
に
提
出
し
た
も

の
だ
か
ら
、
答
え
ら
れ
る
は
ず
だ
。

意
見
書
を
提
出
し
た
の
か
」
と
再
度

質
問
す
る
と
、
同
社
長
は
「
イ
エ
ス
」

と
答
え
ま
し
た
。

特
別
委
員
会
を
傍
聴
し
た
区
民
か

ら
「
シ
社
は
、
『
警
察
の
捜
査
へ
の

介
入
に
な
る
』
の
一
点
張
り
で
、
事

故
原
因
を
解
明
し
よ
う
と
い
う
姿
勢

が
ま
っ
た
く
見
ら
れ
ず
驚
い
た
」
と

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

シ
ン
ド
ラ
ー
参
考
人
招
致

い
の
く
ま
区
議
「
事
故
原
因
公
表
せ

よ
」

「シ社製ブレーキは構造が特異」「安全装置も働かず」
再発防止へ改善急げ 竹芝事故でＳＥＣが証言

十
二
月
二
六
日
、
港
区
議
会
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
事
故
等
対
策
特
別
委
員
会

は
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
あ
た
っ
て
い

た
エ
ス
・
イ
ー
・
シ
ー
（
Ｓ
Ｅ
Ｃ
）

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
西
村
裕
志
専
務
取

締
役
ら
三
人
に
参
考
人
質
問
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

西
村
氏
ら
は
、
こ
と
し
四
月
か
ら

事
故
を
お
こ
し
た
工
レ
ベ
ー
タ
ー
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
受
注
し
た
さ
い
、

設
置
か
ら
八
年
で
実
際
は
膨
大
な
ト

ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
の
に
、
公
社
か
ら

は
四
件
の
「
さ
さ
い
な
不
具
合
」
の

記
録
し
か
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

と
証
言
。
知
ら
さ
れ
て
い
れ
ば
、
保

守
費
用
が
契
約
額
よ
り
さ
ら
に
、
必

要
に
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。西

村
氏
は
、
い
の
く
ま
正
一
区
議

の
質
問
に
た
い
し
、
今
回
の
死
亡
事

故
が
、
ブ
レ
ー
キ
の
部
品
の
不
具
合

や
安
全
装
置
の
ト
ラ
ブ
ル
が
重
な
っ

た
「
偶
発
的
な
も
の
」
と
い
う
同
社

の
検
証
結
果
を
示
し
、
シ
ン
ド
ラ
ー

社
製
の
同
じ
構
造
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
国
内
に
十
二
、
三
台
あ
り
、
同
様

の
事
故
が
い
つ
お
こ
っ
て
も
お
か
し

く
な
い
の
で
早
急
に
改
善
す
る
必
要

が
あ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

西
村
氏
は
、
停
止
し
た
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
固
定
す
る
プ
レ
ー
キ
の
電
磁

石
が
劣
化(
性
能
が
半
減)

し
、
「
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
ブ
レ
ー
キ
が
完
全
に

き
か
な
い
状
態
は
、
三
日
と
か
一
遇

間
で
お
こ
っ
た
の
で
は
な
く
、
数
分

か
数
秒
以
内
で
お
こ
っ
た
」
と
説
明
。

保
守
で
は
点
検
で
き
な
い
構
造
だ
っ

た
と
釈
明
し
ま
し
た
。

い
の
く
ま
区
議
が
、
遺
族
の
弁
護

団
の
記
者
会
見
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
、

内
容
を
も
と
に
「
シ
ン
ド
ラ
ー
社
製

の
よ
う
な
ブ
レ
ー
キ
構
造
は
、
日
本

で
は
今
ま
で
無
か
っ
た
の
か
。
特
異

な
構
造
だ
っ
た
の
か
」
と
質
問
す
る

と
、
西
村
氏
は
「
そ
の
通
り
」
と
答

え
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
い
の
く
ま
区
議
が
、

「
ブ
レ
ー
キ
が
故
障
し
て
も
、
ほ
か

の
安
全
装
置
が
働
く
の
で
は
な
い
か

と
質
問
。
西
村
氏
は
「
四
重
、
五
重

の
安
全
装
置
が
あ
る
。
ブ
レ
ー
キ
の

異
常
を
検
出
す
る
過
電
流
防
止
装
置

が
作
動
し
て
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
止

め
る
機
能
が
つ
い
て
い
る
の
に
、
過

電
流
の
設
定
が
不
適
切
で
作
動
し
な

か
っ
た
。
同
型
機
に
早
急
に
対
策
が

必
要
だ
」
と
語
り
ま
し
た
。

参
考
人
質
疑
の
後
、
通
常
の
区
へ

の
質
疑
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
い
の
く

ま
区
議
は
、
四
号
機
の
検
証
方
法
や

体
制
な
ど
を
質
問
。
区
は
、
「
遺
族

の
意
向
も
踏
ま
え
調
査
の
特
殊
性
や

四
号
機
取
り
替
え
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

考
慮
し
、
実
施
主
体
や
時
期
に
つ
い

て
調
整
中
」
と
答
え
ま
し
た
。

い
の
く
ま
区
議
は
、
竹
芝
住
民
の

中
に
は
、
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障

害
（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）
で
苦
し
ん
で
い
る

方
も
い
る
、
他
の
シ
テ
ィ
ハ
イ
ツ
や

借
り
上
げ
住
宅
な
ど
へ
移
転
で
き
る

よ
う
検
討
す
べ
き
だ
、
と
質
問
し
ま

し
た
。

区
は
「
そ
れ
ら
も
含
め
て
検
討
す

る
」
と
答
え
ま
し
た
。
い
の
く
ま
区

議
は
、
竹
芝
住
民
の
事
故
に
よ
る
医

療
費
や
そ
れ
に
伴
う
交
通
費
の
実
費

に
つ
い
て
、
高
額
の
医
療
費
が
か
か
っ

て
い
る
方
も
い
る
の
で
、
途
中
精
算

す
る
な
ど
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

べ
き
だ
と
質
問
。
区
は
、
「
来
年
一

月
末
に
弁
護
士
と
協
議
し
て
決
定
す

る
」
と
答
え
ま
し
た
。
い
の
く
ま
区

議
は
、
「
医
療
費
な
ど
実
費
分
は
区

が
責
任
を
持
つ
と
住
民
に
答
え
て
い

る
。
何
故
一
月
末
な
の
か
。
年
内
に

も
途
中
精
算
す
る
べ
き
」
と
要
求
し

ま
し
た
。

こんにちは 日本共産党 いのくま正一です （２）２００６年１２月２８日

警
察
へ
の
「
意
見
書
」
提
出

に
は
「
イ
エ
ス
」

ブ
レ
ー
キ
異
常
は
偶
発

的
で
保
守
点
検
時
わ
か

ら
な
か
っ
た

シ
社
製
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は

特
異
な
構
造
、
日
本
製
に

は
無
い

安
全
装
置
は
あ
っ
た
が

働
か
な
か
っ
た

医
療
費
な
ど
途
中
精
算

す
る
べ
き


